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			平成八年二月十一日

			

		

	
		
			（一）日蓮大聖人出現の法華経文証

		

	
		
			◇法華経方便品の長行の予言

			　日蓮大聖人が鎌倉時代に出世されたのは、法華経方便品の長行の一大事因縁の文の縁由によるのであります。

			　方便品長行には次のようにあります。（青金社版勤行要品二九頁参照）

			　「諸仏世尊は唯一大事因縁を以ての故に、世に出現されます。

			　衆生をして、仏知見を開かしめ、清浄なることを得せしめんとして、世に出現されます。

			　衆生をして、仏知見を示さんと欲するが故に、世に出現されます。

			　衆生をして、仏知見を悟らしめんと欲するが故に、出現されます。

			　衆生をして、仏知見の道に入らしめんと欲するが故に、世に出現されます。

			　舎利弗よ。是れを諸仏世尊は、唯一大事因縁をもっての故に、出現されるというのであります」と説かれています。

			　これによって、今を去る約七百年の昔、鎌倉時代、建長五年三月、四月頃、宗旨を建立されました。以来その教団の集散分合、時の運に伴って、進化発展の状態は、インド釈迦仏が開らかれた仏法が、間もなく、上座部と大衆二十余部に、また毘奈耶、摩訶衍、瑜伽等々のように、国と時代とによって、七花、八裂したこととよく似ているところがあります。

			　また、進退とか消長の程度も、仲々簡単には予測できないというような状態であることは、大方の人々のよく知るところでありましょう。

			　近来になりまして、行政の統治のきずなを離れて、自由自在に思うがままに、時の運にまかせて、衆生を救済するという名のもとに、愚民を迷わせて、朝に法を説き、夕べに消滅するというような、新しい、曲がった新宗団が、雨後のタケノコの如くに、ぞくぞくと現れては消えているのは、社会のために、決して喜ぶべきことではないでしょう。これは、如何なる理由によるのでありましょうか。

			　それは一般大衆があまりにも宗教というものに無知であるという理由による他はありません。

			　真実なる宗教というものの検討に無関心で、数百年来伝統の仏事とか、祈祷の他、さらに一歩も出ないという、迷盲のために、知らない間に、心身ともに多大の損害を受けている現状を見れば、只、黙しているわけにはいきません。その上、これら新宗団は、日蓮教義を改変したものも多くある現状であります。そこで、日蓮一般各教団の宗教信条等を理解する必要があるということから、ほぼ明治末以後の法脈、創寺立宗、教義発展等を中心として掲げることにしました。また、明治末に仏教各派も含めて日蓮教団等も、国より、仏教教団のみならず、全ての宗教団体は、各宗派名の下に合同一本化をするように指示されたことを軸として、合同問題等が起こりましたが、その後、間もなく開放時代等も経過するに従って、変動甚だしく、これ等の詳細は、到底簡単に記述することは困難であることから、他日に譲ることにして、次のような要項を中心として、日蓮各教団の沿革を掲げることにしました。

		

	
		
			◇日蓮各教団の沿革

			　神天上等の教義、立正安国、師資相承等をその主な範囲として、記述することとして、ほぼ次のような各宗を主とすることとしたのであります。

			　　　日蓮正宗

			　　　本門宗

			　　　日蓮宗

			　　　顕本法華宗

			　　　法華宗

			　　　本門法華宗

			　　　本妙法華宗

			　　　日蓮宗不受不施派

			　　　日蓮宗不受不施講門派

			　　　仏立講

			　　　国柱会

		

	
		
			◇日蓮各教団の教理の概要の資料

			　各教団の教史や教理を掲げようとするに当たって、これらの各教団に簡単明瞭な綱要というものを探すに、中々見出すことが困難であるという現状であります。

			　そもそも、日蓮教団中、昭和五年に刊行された、北尾日大師のものであっても、既にこの感があるのであります。その後昭和六年日蓮正宗にあっては、身延日蓮宗の綱要に準じて、内容条目等を取材し、堀日亨上人の作成せられたものがあり、これらを参考として編集することとしました。

			

		

	
		
			（二）日蓮各教団史の概要

		

	
		
			◇宇宙超出の聖人の覚醒

			　凡そ、仏の教えは、無始の始めから、無終の終わりに至るまで、諸仏世尊が世に出現されて、時と衆生の機根に応じて、教えを説かれ、常に人類の救済を続けられているということは、法華経の方便品の長行に説かれていることは、前述の通りでありますが、始め、久々遠々とも言われる不変真如界の時間空間を絶した、所謂久遠元初の時（青金社発行・法華経御書相伝書解説図形十四頁参照）、未だ衆生の機根も明らかではなく、教運も草昧の時、宇宙に超出した聖人あって、求道増進して覚悟の境涯に達した時、他の万物は皆妙法と名づけることが出来たのであります（三世諸仏鈔等参照）。

			　これは時空を絶した不変真如界のことでありました。而るに、その後、この世の創造（ビッグバンと言う）が始まり、それから間もなく、修道を完成されて、遂に第一世の仏陀となられたのであります。その年代は容易に推量することは出来ないが、法華経の寿量品の教説に準じて、五百塵点劫と定めるのであります。

			　それより、このかた我等の世界を中心として、他の広大なる宇宙の、そこここに分身散影し、その名字や年代は異にしても、仏の大智と大悲は、常に一貫して、変わることはありませんでした。

			　このようにして、この覚醒された智慧の広大なことは、東西南北四方八方に及び、その徳の深く拡大していることは、三世を貫いて流れていると言う風であります。

		

	
		
			◇五百塵点劫第一世の仏陀（久遠実成の仏）

			　その中でも今から凡そ三千年の昔、地球上のインドに出現された釈迦牟尼仏という聖人がおりました。それは、第一世の仏から数えて、ほとんど幾万世になるか数えることはできませんが、この久遠の昔からの功徳は全てこの仏陀に集積したといっても過言ではありませんでした。

		

	
		
			◇インド出現の釈迦仏の遺命

			　この成道以来約五十年、華厳、阿含、方等、般若等の諸教を演説して、多くの衆生の心を調養して、浅きより深きに高め、四十余年の後、遂に法華経を演説して、この時はじめて出世の本懐をとげられました。さらに未来世のことを考えての要法を、四句に包んで、上行菩薩に伝えられ、仏法衰微の世に出世して、その時の衆生を救済するように命じられたのであります。

		

	
		
			◇釈尊の迹面本裏の法華

			　釈迦牟尼仏の入滅の後、その教法は、多くの衆生の機根の上下に従って、次第に広がって行きましたが、それと共にその力を失って衰微し、その教域も、また、時のおもむくところ、次第に縮少の一途を辿りました。

		

	
		
			◇正像二千年の仏教の利益

			　その間、教法が形も質も共に完全に行われた時を正法といい、質もかすかになり、その影のみを完備された時代を像法といい、形も質も共に微弱になって行った時代を末法時代というのであります。正法時代、像法時代には、その時々に相応した菩薩や大徳等が出現して、仏の残された教えを時代と機根に応じ適用して、教えを説かれましたから、人類はこれによって仏の教えの利益を受けることが出来ました。

		

	
		
			◇釈迦仏の法華経の利益が失われる時代

			　しかし、その教えの利益が全く失われる時代が末法時代と言われまして、この時立派な教えを説く聖人、賢人も出世せず、只法を売り物にするようなものだけが、増加して、教えるものも、教えを受けるものも、このことすら理解することができないような状態となり、ただ、昔から伝えられた形だけの亡骸とも言うべき、有名無実の教えはそのまま、習慣的に代々伝えるだけで、全て己の孤高を誇り、宗派のイドラの中にこもって、他を排斥し、それがあたかも真実の宗教であるかの如く心得ているものが、大方であるというような時代であります。このようになってしまっては、もはや仏の説き残された教えは、全く無用の長物となったばかりでなく、かえって社会を混濁に導き、人と人との守るべき道はすたれ、引いては人類文化を妨害することにもなりかねないのであります。

		

	
		
			◇日蓮大聖人の出世

			　この時に当たって、釈迦仏の予言に応じて、五濁の乱世に、民衆を救済するために出現したのが日蓮大聖人であります。日蓮大聖人は仏の末法の予言に従って、鎌倉時代の頃出世して、各方面の形骸だけとなった教えが、道を塞いで、衆生の進化を妨げるのを除くべく、念仏無間、禅天魔、真言亡国、律国賊、南無妙法蓮華経と唱えて、廃教の悪を捨てて、末法時代と衆生に適応した南無妙法蓮華経を唱えて、父母、師匠、道善房並びに一切衆生の恩、並びに国土の恩を報ぜんがために、三大秘法を建てられたのであります。

		

	
		
			◇五濁乱世の布教

			　仏の予言の如くに、釈迦仏在世超過の困難重畳し、なお、その一身をかけて布教するも、遂に一天広布の理想と目的を達することは不可能でありました。

		

	
		
			◇六弟子の弘教

			　かくして、六人の弟子を各地に派遣、弘教に当らしめ、また、数百の門弟をも分配して、これが布教に努力せしめると共に、◇日興上人に本門弘通の事の遺命

			　本門弘通の事の遺命を残されたのであります。

		

	
		
			◇日蓮各教団の流派、創寺、教義、発展の表

			一、法脈の次第の表

			二、創寺立宗の表

			三、教義発展の表

			　等の大略は左の通りであります。

			

			

			一、法脈の次第の表（図一）

			二、創寺立宗の表（図二）

			三、教義発展の表（図三）

			

		

	
		
			◇付けたり

			　日興上人、富士門流の教義の綱要大略は次の通りです。

			

			一、日興上人本門弘通の事

			　日興上人本門弘通の事―①形名種脱の相伝②判摂名字の相伝―本尊―日目上人―日道上人―◇方便品読誦論争◇蓮蔵坊七十二年の係争―日有上人―日主上人の時、要法寺と結ぶ―日精上人の時、江戸に布教し、本山規模拡大、専属の学林を開く―日寛上人教理を革正す

			

			二、経釈、緒論等

			　○妙法蓮華経八巻

			　○無量義経一巻

			　○観普賢経一巻

			　○日蓮大聖人遺文全集

			　○日興上人遺文全集

			　○摩訶止観十巻並輔行伝弘決十巻

			　○法華玄義十巻並釈籖十巻

			　○法華文句十巻並疏記十巻

			　○伝教大師秀句

			　○伝教大師顕戒論

			

			三、宗名

			　法華宗―日蓮法華宗―日蓮宗興門派―日蓮宗富士派―日蓮正宗

			

			四、判教

			　権実判―本迹判―種脱判

			　五重三段―五重相対

			　四重の興廃―五重の円等

			

			五、宗旨三秘

			　　　本門の本尊

			　　　本門の題目

			　　　本門の戒壇

			

			六、宗教の五綱

			　　　教・機・時・国・序

			

			七、本迹二門

			

			八、受持正行

			

			九、下種正益

			

			十、謗法厳戒

			

			十一、折伏正規等々

			以下略
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